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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年１月１４日（水）  

 

２ 確認箇所 

 瓦礫類一時保管エリアＣ（図１） 

 

３ 確認項目 

瓦礫類一時保管エリアＣの状況 

 

４ 確認結果の概要 

東京電力では、中長期ロードマップの目標工程である「２０２８年度内ま

でに、水処理二次廃棄物及び再利用・再使用対象を除く全ての固体廃棄物の

屋外での保管を解消」を達成するため、屋外で一時保管されている瓦礫類等

の固体廃棄物を屋内保管へ移行し、屋外一時保管エリアの解消作業を進めて

いる。本日は、金属等の瓦礫類を遮水シートにより養生を施した一時保管エ

リアである瓦礫類一時保管エリアＣの状況について確認するとともに、東京

電力担当者から瓦礫類の取り出しに関する作業の進捗状況等について聴取し

た。（前回確認：令和７年１１月６日） 

・瓦礫類一時保管エリアＣは第１～第４工区に分けられており、このうち第

１工区及び第４工区において、瓦礫類の取り出しが進捗していた。（写真

１） 

・現場確認時には、瓦礫類の取り出し作業は行われておらず、全ての工区が

遮水シートで覆われていた。（写真２） 

・確認した範囲において、遮水シートの損傷や瓦礫類のエリア外への飛散等

は認められず、管理状態に問題のある箇所は確認されなかった。 

・東京電力担当者から聴取した内容は以下のとおりである。 

【聴取内容】 

・これまで試験的に第１工区及び第４工区において取り出し作業を行ってき

た。現在は、本格的な取り出し作業の着手に向けた準備を進めている段階

であり、作業は一時休止している。 

・１月下旬頃から、瓦礫類の取り出し作業を第１～第４工区において、４工

区同時進行で実施する計画としている。 

・作業期間中は、散水等によりダストの飛散を抑制するとともに、作業エリ

アに連続ダストモニタを設置し、空気中の放射性物質濃度を連続監視しな

がら作業を進める計画である。 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/718715.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

瓦礫類一時保管エリアＣの概観 

 

  

（写真１－２） 

 第４工区の状況 

 ※手前の瓦礫類の取り出しが進捗し 

ている。 

 

  

（写真１－３） 

 第１工区の状況 

 ※左の盛り土は、瓦礫類の撤去後に 

造成されたもの 

 

第４工区 

取り出し着手済 

盛り土 

第３工区 

第２工区（手前） 

第１工区（奥） 

取り出し未着手 

取り出し済の範囲 
（イメージ） 
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（写真２） 

 第２工区及び第３工区の状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常値は確認されなかった。 

 

 

第２工区 第３工区 


